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　新年あけましておめでとうございます。

　皆様におかれましては、大きな希望をもって新年をお迎えのこと

と心からお慶び申し上げます。

　昨年は、大船渡市での大規模林野火災をはじめ、全国各地でさま

ざまな災害が発生いたしました。本年は、平穏な年であることをお

祈りいたします。

　さて、昨年６月には、道の駅のだ「ぱあぷる」が移転オープンし、

地域の新たなにぎわいの場として大いに期待されております。また

８月には、野田小学校が移転新築され、子どもたちが地域に見守ら

れながら健やかに成長できる新たな教育環境が整いました。

　当議会といたしましては、広報広聴常任委員会を新たに設置する

など、議会改革をさらに進め、村政の課題解決に全力で取り組んで

まいります。

　本年が、皆様にとって健康で実り多き一年となりますよう、心よ

りお祈り申し上げます。

議員一同　

新年のご挨拶

（前列左から）山田陽子、米田忠一議長、米田徳一郎副議長
（後列左から）小野寺豊、丹野和子、中川大和、中川昇、小野寺光男、前川安男
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一般会計補正予算

クマなど有害鳥獣対策強化

 全村民に村共通商品券を交付

物価高対応子育て応援手当 有害鳥獣対策経費

おもな事業

生活者支援対策

サンプル

議会傍聴できます！

おもな内容●●● ●●●

物価高の影響が大きい子育て世帯を力強く支援
子ども一人当たり２万円を給付

有害鳥獣の被害を軽減する対策を
さらに強化

全村民に一人当たり２万5,000円分の
村共通商品券を交付

78 万 6,000 円1,260 万円

12月定例会

1月臨時会

次の定例会は３月です！

補
正
予
算

　

第
10
回
野
田
村
議
会
定

例
会
が
令
和
７
年
12
月
９

日
か
ら
12
日
ま
で
の
４
日

間
を
会
期
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
一
般

会
計
補
正
予
算
、
条
例
の

一
部
改
正
、
公
の
施
設
の

指
定
管
理
者
を
指
定
す
る

議
案
な
ど
31
件
、
報
告
２

件
を
審
議
し
ま
し
た
。
ま

た
、
一
般
質
問
は
11
日
、

５
名
が
登と

う

壇だ
ん

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
は
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
１
１
２

万
８
０
０
０
円
を
追
加
し
、

総
額
を
49
億
１
１
９
０
万

３
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
お
も
な
も
の
は
、

目
撃
情
報
が
相
次
い
で
い

る
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
な
ど
の

有
害
鳥
獣
対
策
を
強
化
す

る
費
用
や
、
物
価
高
対
応

子
育
て
応
援
手
当
給
付
、

生
活
困
窮
者
冬
季
特
別
対

策
等
の
ほ
か
、
給
与
改
定

に
伴
う
一
般
職
給
与
費
等

の
人
件
費
で
す
。

　

第
10
回
野
田
村
議
会
臨

時
会
が
令
和
８
年
１
月
７

日
開
催
さ
れ
、
一
般
会
計

補
正
予
算
の
議
案
１
件
、

全
村
民
に
２
万
５
０
０
０

円
分
の
商
品
券
を
交
付
す

る
な
ど
、
物
価
高
騰
対
応

重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
に
要
す
る
経
費
を

審
議
し
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
は
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
５

０
５
万
３
０
０
０
円
を
追

加
し
、
補
正
後
の
予
算
総

額
を
50
億
３
１
１
５
万
６

０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

　12月定例会、一般質問の11日は９名が傍聴し、役場にインターンシッ

プ（就業体験）で来ていた、久慈翔北高校２年生の中屋敷平
たいら

さん、田中愛
め

衣
い

さんも傍聴しました。感想の一部をご紹介します。

・１回目以降の質問、受け答えはその場で考えてすぐに答えなければ　 
　ならないはずなのに、正しい敬語や法律の名前などがスラスラ出て 
　くるのはすごいと思いました。
・初めて議会を傍聴しましたが緊張感がありました。クマ被害が多いの 
　で、もっと良い対策をとってほしいと思います。

▲ 12 月定例会での審議を聴く傍聴者
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村政を問う
議員５名が登壇

質問議員（質問順） 質　問　事　項
掲　載
ページ

中
なか

　川
がわ

　　　昇
のぼる

１　物価高対策について

２　学校給食費無償化について

３　「４村サミット共同宣言」について

４　リチウムイオン電池の分別収集について

８

山
やま

　田
だ

　陽
よう

　子
こ

１　防災無線について

２　熊等の危機管理対策について

３　十府ヶ浦公園の街灯整備について

４　後期高齢者の健康保持増進事業について

５　旧道の駅等の環境整備と利活用について

９

小
お の で ら

野寺　　　豊
ゆたか １　道の駅に隣接する山林の活用について

２　茅葺の曲り家について

３　防災無線のアナウンスについて
５

丹
たん

　野
の

　和
かず

　子
こ １　新しい野田村総合計画について

２　ツキノワグマ対策について

３　野田村に子ども食堂を
６

中
なか

　川
がわ

　大
ひろ

　和
かず １　物価高騰対策について

２　ガソリン税などの暫定税率廃止に伴う影響について

３　ナラ枯れ対策について
７

● 一般質問は、村の行財政全般に関し、原則定例会で村の将来への  
  方針や目標、地域や住民生活がよりいっそう豊かになるための課 
  題などを質問できます。

● 質問時間は、１人 60 分までで、１つに３回まで質問できます。
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　周辺山林の環境整備を

村長　村有林の一部伐採・有害鳥獣対策も進める

道の駅のだ「ぱあぷる」

小 野 寺　 豊 議員

問

６
月
に
、
道
の
駅
の

だ
「
ぱ
あ
ぷ
る
」
が

オ
ー
プ
ン
し
、
半
年
の
営
業

業
績
は
好
調
と
聞
い
て
い
る
。

村
で
は
、「
他
施
設
と
の
差

別
化
を
図
る
た
め
、
森
林
を

活
用
し
、
森
林
に
気
軽
に
親

し
め
る
仕
組
み
や
機
能
を
持

た
せ
た
い
」
と
隣
接
の
山
林

を
取
得
し
て
い
る
。
山
林
の

活
用
に
向
け
、
早
急
に
取
り

組
む
べ
き
。

　

ま
た
、
こ
の
地
域
で
は
以

前
か
ら
ク
マ
の
目
撃
が
頻
繁

で
今
年
も
目
撃
情
報
が
あ
り
、

山
林
の
境
界
に
動
物
除
け
対

策
が
必
須
で
は
。

村
長

取
得
し
た
山
林
は
、

長
期
間
手
入
れ
さ
れ

て
い
な
い
状
態
で
、
令
和
８

年
度
に
駐
車
場
西
側
の
間
伐
、

倒
木
に
よ
る
駐
車
車
両
等
へ

の
被
害
防
止
の
た
め
、
第
２

駐
車
場
と
久
慈
翔
北
高
校
野

田
校
舎
の
間
の
村
有
林
を
伐

採
し
、
道
の
駅
周
辺
の
環
境

を
整
備
し
、
施
設
と
一
体
的

な
相
乗
効
果
が
高
ま
る
よ
う

な
活
用
方
法
を
検
討
す
る
。

　

ま
た
、
道
の
駅
周
辺
の
有

害
鳥
獣
対
策
は
、
地
域
住
民

の
安
全
安
心
、
施
設
利
用
者

の
安
全
確
保
、
来
場
者
数
に

も
大
き
く
関
わ
る
た
め
、
敷

地
境
界
へ
の
効
果
的
な
対
策

を
検
討
す
る
。

茅
葺
の
「
曲
り
家
」

問

村
、
教
育
委
員
会
で

管
理
し
て
い
る
茅
葺

屋
根
の
「
曲
り
家
」
は
、
え

ぼ
し
荘
の
南
東
側
、
塩
工
房

入
口
付
近
に
１
棟
、
日
形
井

地
区
に
４
棟
の
計
５
棟
が
あ

り
、
茅
葺
屋
根
に
造
詣
が
深

い
方
々
に
よ
る
と
、
茅
葺
の

耐
用
年
数
は
30
～
40
年
と
言

わ
れ
て
い
る
。
建
物
ご
と
の

過
去
の
葺ふ

き
替
え
時
期
、
経

過
年
数
、
目
視
点
検
で
の
内

外
観
の
状
態
所
見
か
ら
、
今

後
修
繕
が
必
要
。
修
繕
計
画

は
。

村
長

村
が
管
理
す
る
茅
葺

屋
根
の
南
部
曲
り
家

は
５
棟
で
あ
る
。
各
棟
の
過

去
の
葺
き
替
え
時
期
と
経
過

年
数
は
、
直
近
で
国
民
宿
舎

え
ぼ
し
荘
敷
地
内
の
平
成
14

年
度
に
施
工
し
た
建
物
は
23

年
経
過
。
日
形
井
地
区
の
４

棟
の
う
ち
、
ア
ジ
ア
民
族
造

形
館
の
第
２
展
示
棟
が
平
成

12
年
度
の
施
工
で
25
年
経
過
、

第
１
展
示
棟
が
平
成
15
年
度

の
施
工
で
22
年
経
過
、
苫
屋

が
平
成
21
年
度
施
工
で
16
年

経
過
、
庵
日
形
井
が
平
成
25

年
度
施
工
の
12
年
経
過
で
あ

る
。
い
ず
れ
の
施
設
も
、
現

状
は
特
に
雨
も
り
等
な
く
、

お
お
む
ね
良
好
な
状
態
を
維

持
し
て
い
る
と
認
識
し
て
い

る
。

　

今
後
の
修
繕
計
画
は
、
適

切
に
管
理
し
良
好
な
状
態
を

長
期
的
に
保
つ
よ
う
努
め
な

が
ら
、
今
後
の
施
設
の
利
活

用
の
方
向
性
と
併
せ
て
検
討

す
る
。

再
質
問

い
ず
れ
修
繕
工
事
に

は
一
棟
当
た
り
高
額

な
費
用
が
必
要
。
今
後
５
棟

を
存
続
さ
せ
る
の
か
、
一
部

を
残
す
か
、
全
て
廃
止
か
を

考
え
な
が
ら
検
討
を
進
め
る

べ
き
。

村
長

か
な
り
の
維
持
経
費

が
見
込
ま
れ
る
。
今

後
、
曲
り
家
を
所
有
し
た
ま

ま
保
存
す
る
か
、
あ
る
い
は
、

ど
う
処
分
す
る
と
か
、
今
後
、

公
共
施
設
全
般
の
活
用
方
法

や
処
分
方
法
等
、
方
針
を
令

和
８
年
度
、
公
共
施
設
全
般

的
に
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

防
災
無
線
、
く
わ
し
い
内
容
を

問

近
年
、
ク
マ
の
目
撃

が
多
く
、
村
に
寄
せ

ら
れ
る
情
報
も
増
え
て
い
る

が
実
態
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
目
撃
情
報
の
ア
ナ

ウ
ン
ス
内
容
は
、
時
刻
、
場

所
等
を
く
わ
し
く
、
そ
の
ほ

か
ク
マ
に
遭
遇
し
な
い
注
意

喚
起
も
放
送
し
て
ほ
し
い
が
、

ど
う
考
え
る
か
。

村
長

本
年
10
月
以
降
、
ク

マ
の
目
撃
情
報
は
増

加
傾
向
で
あ
る
。
現
在
、
村

へ
の
目
撃
情
報
の
報
告
方
法

は
、
お
も
に
電
話
で
受
け
付

け
て
い
る
。

　

ま
た
、
村
か
ら
の
情
報
発

信
は
、
現
在
進
行
形
で
ク
マ

が
い
る
場
合
や
、
人
身
被
害

の
危
険
性
が
あ
る
場
合
に
は
、

防
災
無
線
を
活
用
し
目
撃
場

所
を
周
知
し
て
い
た
。
今
後

も
ク
マ
の
出
没
・
被
害
発
生

情
報
な
ど
に
つ
い
て
、
場
所

や
時
刻
等
を
で
き
る
限
り
く

わ
し
い
情
報
発
信
に
努
め
て

い
く
。
な
お
、
目
撃
情
報
の

提
供
は
、
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
。

令和８年度間伐検討中の山林

日形井地区の茅葺の「南部曲り家」
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問

令
和
８
年
度
か
ら
令

和
17
年
度
ま
で
の
新

し
い
野
田
村
総
合
計
画
を
策

定
中
で
あ
る
。
こ
の
計
画
策

定
の
た
め
、
村
民
個
人
を
対

象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
が
、
男
女
別
、
年
齢
別
、

職
業
別
な
ど
に
集
計
し
て
計

画
に
生
か
せ
な
い
か
。

村
長

集
計
に
つ
い
て
は
、

総
合
計
画
策
定
委
員

会
で
特
別
委
員
か
ら
提
言
を

い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
計

画
に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

問

野
田
村
の
将
来
像
に

つ
い
て
、
新
計
画
の

特
徴
は
何
か
。

村
長

次
期
計
画
は
、
復
興

ハ
ー
ド
事
業
が
完
了

し
た
こ
と
や
、
現
状
の
課
題

を
ふ
ま
え
、
社
会
福
祉
、
生

活
基
盤
、
安
全
・
安
心
の
村

づ
く
り
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の

施
策
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
特

に
力
を
入
れ
た
い
分
野
の
産

業
振
興
を
基
本
目
標
の
最
上

位
に
掲
げ
て
い
る
。

問

計
画
の
主
要
な
指
標

の
人
口
は
令
和
２
年

の
国
勢
調
査
の
３
９
３
６
人

を
も
と
に
推
計
さ
れ
て
い
る
。

令
和
17
年
度
の
目
標
は

３
０
０
０
人
程
度
と
さ
れ
て

い
る
が
、
当
村
は
近
隣
町
村

よ
り
減
少
率
が
少
な
い
こ
と

を
勘
案
し
、
推
計
よ
り
多
く

な
ら
な
い
か
。
ま
た
、
村
民

所
得
は
生
産
年
齢
人
口
の
減

少
に
比
例
し
減
少
す
る
と

な
っ
て
い
る
が
、
生
活
し
て

い
く
村
民
に
問
題
で
は
な
い

か
。

村
長

素
案
の
段
階
は
国
勢

調
査
人
口
を
も
と
に

推
計
し
、
令
和
17
年
目
標
を

３
０
０
０
人
程
度
と
推
計
し

た
が
、
住
民
基
本
台
帳
の
現

状
人
口
と
推
計
を
比
較
す
る

と
、
緩
や
か
な
減
少
傾
向
に

あ
る
た
め
、
人
口
の
将
来
展

望
は
推
計
よ
り
多
い
３
４
０ 

０
人
程
度
の
目
標
値
と
し
た

い
。

　

村
民
所
得
の
目
標
数
値
は
、

将
来
に
希
望
が
持
て
る
よ
う

な
数
値
に
な
る
よ
う
検
討
し

て
い
く
。

　

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
対
策

問

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
出

没
状
況
、
今
後
の
対

策
等
は
。

村
長

11
月
末
時
点
で
目
撃

報
告
は
46
件
、
有
害

捕
獲
頭
数
は
12
頭
で
あ
る
。

　

村
民
へ
の
情
報
伝
達
は
、

現
在
進
行
形
で
ク
マ
が
い
る

場
合
や
、
人
身
被
害
の
危
険

性
が
あ
る
場
合
等
に
は
、
防

災
無
線
を
活
用
し
目
撃
場
所

を
周
知
し
て
い
る
。
ま
た
、

注
意
喚
起
は
村
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ

や
村
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
を
活

用
し
て
い
る
。

　

被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

の
対
策
と
し
て
、
鳥
獣
被
害

対
策
実
施
隊
と
協
力
し
な

が
ら
、
有
害
個
体
の
捕
獲
や

追
い
払
い
を
行
う
。
さ
ら
に
、

近
年
多
発
す
る
市
街
地
等

へ
の
出
没
に
対
応
す
る
た
め
、

改
正
鳥
獣
保
護
管
理
法
に
基

づ
く
「
緊
急
銃
猟
」
へ
の
対

応
は
、
全
国
事
例
を
参
考
に
、

県
の
協
力
を
得
な
が
ら
体
制

整
備
を
進
め
る
。

　

今
後
、
ク
マ
の
出
没
・
被

害
発
生
情
報
な
ど
、
場
所
や

時
刻
等
で
き
る
限
り
詳
細
な

情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
の

で
、
目
撃
情
報
の
提
供
に
つ

い
て
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

野
田
村
に
子
ど
も
食
堂
を

問

「
子
ど
も
食
堂
講
座
」

が
10
月
、
本
村
で
開

催
さ
れ
た
。
県
内
で
子
ど
も

食
堂
を
実
施
し
て
い
る
市
町

村
が
多
く
、
本
村
に
も
子
ど

も
食
堂
は
必
要
で
あ
る
の
で
、

話
し
合
い
を
続
け
、
始
め
ら

れ
る
よ
う
援
助
が
必
要
で
は

な
い
か
。

村
長

子
ど
も
食
堂
は
、
子

ど
も
や
そ
の
家
庭
等

が
地
域
で
気
軽
に
食
事
を
と

も
に
で
き
る
場
で
あ
り
、
食

事
の
提
供
を
通
じ
て
子
ど
も

の
栄
養
確
保
や
子
ど
も
の
居

場
所
と
し
て
、
地
域
住
民
同

士
の
交
流
や
見
守
り
の
機
能

を
持
つ
代
表
的
な
活
動
の
一

つ
で
あ
る
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
村
内
で

子
ど
も
食
堂
の
実
施
は
な
い

が
、
講
座
の
開
催
等
に
よ
り
、

子
ど
も
食
堂
へ
の
理
解
が
深

ま
っ
て
い
る
。
地
域
に
果
た

す
役
割
は
大
き
い
の
で
、
今

後
も
関
係
団
体
と
連
携
し
普

及
啓
発
や
支
援
に
努
め
る
。

新 野田村総合計画

　将来像と特徴は

村長　最上位の基本目標は産業振興
丹 野　 和 子 議員

スマイルキッチン（子ども食堂）のようす
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　重点支援地方交付金による支援は

村長　配分後、すみやかに取り組む

物価高騰対策

中 川　 大 和 議員

問

重
点
支
援
地
方
交
付

金
の
活
用
方
法
は
。

村
長

物
価
高
騰
は
、
村
民

の
生
活
や
事
業
活
動

に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
お

り
、
国
か
ら
の
配
分
額
が
決

ま
り
し
だ
い
、
昨
年
実
施
し

た
内
容
を
柱
と
し
て
す
み
や

か
に
予
算
化
と
事
業
実
施
に

取
り
組
む
。

再
質
問

物
価
高
騰
対
策
の
給

付
に
対
し
て
、
対
象

を
制
限
す
る
こ
と
な
く
公
平

に
配
分
す
る
べ
き
だ
が
ど
う

考
え
る
か
。

村
長

全
体
か
対
象
を
し
ぼ

る
の
か
に
関
し
て
は
、

国
か
ら
配
分
さ
れ
る
額
に
応

じ
検
討
す
る
。

再
質
問

食
料
品
の
物
価
高
騰

特
別
加
算
分
の
支
援

の
内
容
は
。

村
長

他
市
町
村
で
は
お
米

券
等
で
対
応
す
る
と

こ
ろ
も
あ
る
が
、
本
村
で
は
、

お
米
券
の
取
り
扱
い
や
事
業

者
で
の
対
応
、
米
の
確
保
な

ど
に
課
題
が
あ
り
、
内
容
を

精
査
し
て
検
討
す
る
。

ガ
ソ
リ
ン
税
な
ど
の
暫
定

税
率
廃
止
に
伴
う
影
響

問

暫
定
税
率
廃
止
に
よ

り
、
当
村
で
も
揮
発

油
譲
与
税
な
ど
の
交
付
金
が

減
収
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
ど

う
対
応
す
る
か
。

村
長

揮
発
油
譲
与
税
が
減

収
に
な
っ
た
場
合
で

も
、
財
政
の
健
全
化
を
維
持

し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
継
続

さ
せ
る
た
め
、
自
主
財
源
の

確
保
の
強
化
に
努
め
る
ほ
か
、

事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
歳

出
削
減
の
徹
底
を
両
輪
で
進

め
る
。

再
質
問

暫
定
税
率
の
廃
止
で

国
で
も
多
額
の
減
収 

に
な
る
。
他
の
交
付
金
も
減 

る
可
能
性
が
あ
る
が
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
継
続
維
持
は
可

能
か
。

村
長

減
収
分
を
地
方
交
付

税
や
普
通
交
付
税
の

増
額
を
要
望
し
て
い
く
な
ど
、

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
行
動

す
る
。ナ

ラ
枯
れ
対
策
は

問

ナ
ラ
枯
れ
が
急
速
に

拡
大
し
て
対
応
が
間

に
合
わ
な
い
状
況
、
規
模
に

な
っ
て
い
る
。
今
後
の
村
の

対
応
は
。

村
長

こ
れ
ま
で
も
順
次
駆

除
し
て
き
た
が
、
制

御
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

今
後
は
公
園
等
の
公
共
空
間

及
び
被
害
西
端
地
域
に
お
け

る
被
害
範
囲
の
拡
大
抑
止
と

被
害
の
激
し
い
地
域
の
道
路

等
へ
の
倒
木
被
害
対
策
に
重

点
を
置
き
対
応
す
る
。

再
質
問

民
家
等
の
近
く
の
ナ

ラ
枯
れ
も
あ
り
、
倒

木
が
心
配
で
あ
る
。
ホ
ダ
木

の
確
保
も
心
配
さ
れ
る
が
、

ど
う
考
え
る
か
。

村
長

民
家
の
被
害
木
は
、

基
本
的
に
は
所
有
者

が
処
分
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

個
々
の
事
情
で
難
し
い
場
合

は
、
役
場
に
相
談
し
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
ホ
ダ
木
の
確
保

に
関
し
て
は
、
ど
こ
も
苦
慮

し
て
い
る
状
況
な
の
で
情
報

を
得
な
が
ら
対
応
す
る
。

令
和
８
年
１
月
７
日
に
開
催

さ
れ
た
第
10
回
野
田
村
議
会
臨

時
会
で
、「
物
価
高
騰
対
応
重

点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
」
を
活
用
す
る
た
め
の
関
係

議
案
が
審
議
さ
れ
、
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
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問

学
校
給
食
は
、
子
ど

も
た
ち
の
心
身
の
健

康
を
支
え
、
健
や
か
な
成
長

を
育
て
る
基
盤
で
あ
り
、
栄

養
や
地
域
の
食
文
化
を
学
ぶ

生
き
た
教
材
と
し
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。
昨
今

の
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ
り
、

給
食
費
は
家
計
に
と
っ
て
大

き
な
負
担
で
あ
る
。
国
で
は

令
和
８
年
度
か
ら
先
行
し
、

小
学
校
の
給
食
費
を
無
償
化

す
る
と
し
て
い
る
。
給
食
費

の
負
担
を
心
配
せ
ず
、
子
ど

も
た
ち
が
学
校
に
通
え
る
環

境
を
整
え
る
こ
と
は
、
将
来

世
代
へ
の
責
任
で
も
あ
り
無

償
化
が
急
務
で
あ
る
。
ど
う

考
え
る
か
。

教
育
長

こ
れ
ま
で
物
価
高
騰

へ
の
対
応
と
し
て
、

給
食
費
を
上
げ
な
い
よ
う
賄
ま
か
な
い

材
料
費
へ
支
援
し
て
き
た
ほ

か
、
無
償
化
へ
の
意
見
を
さ

ま
ざ
ま
い
た
だ
い
て
き
た
。

国
で
は
、
令
和
８
年
度
か
ら

公
立
小
学
校
を
先
行
し
て
無

償
化
へ
の
取
り
組
み
が
報
じ

ら
れ
て
い
る
。
本
村
で
は
、

令
和
８
年
度
当
初
予
算
で
、

小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
の

給
食
費
を
無
償
化
し
た
い
。

　

物
価
高
対
策
を

問

長
引
く
物
価
高
騰
が

国
民
の
生
活
を
圧
迫

し
て
い
る
。
日
々
の
暮
ら
し

に
苦
し
ん
で
い
る
人
た
ち
に

対
し
、
い
ち
早
く
支
援
を
届

け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
家

計
の
負
担
軽
減
に
向
け
た
即

効
性
あ
る
緊
急
支
援
が
必
要

で
あ
る
。
自
治
体
独
自
の
物

価
高
対
策
に
活
用
で
き
る

「
重
点
支
援
地
方
交
付
金
」

が
拡
充
さ
れ
、
食
料
品
に
特

化
し
た
ク
ー
ポ
ン
の
発
行
な

ど
、
物
価
高
騰
に
対
応
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ど
の

よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
迅

速
な
支
援
に
つ
な
げ
る
か
。

村
長

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料

品
価
格
等
の
物
価
高

騰
は
、
村
民
の
生
活
や
事
業

活
動
に
多
大
な
影
響
を
与
え

て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
、

令
和
７
年
度
も
、
重
点
支
援

交
付
金
を
有
効
活
用
し
て
支

援
す
る
。
事
業
メ
ニ
ュ
ー
は
、

国
か
ら
の
配
分
額
が
わ
か
り

し
だ
い
、
速
や
か
な
予
算
化

と
事
業
実
施
に
取
り
組
む
。

「
４
村
サ
ミ
ッ
ト
共
同
宣
言
」
は

問

九
戸
村
、
田
野
畑
村
、

普
代
村
、
野
田
村
の

県
内
４
村
は
、
令
和
５
年
10

月
に
「
４
村
サ
ミ
ッ
ト
共
同

宣
言
」
を
発
表
し
、
産
業
振

興
、
人
口
減
少
、
企
業
誘
致
、

移
住
・
定
住
等
の
共
通
課
題

を
検
討
し
、
４
村
で
地
域
活

性
化
の
可
能
性
を
探
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
成
果
と
今
後
、
ど

の
よ
う
な
連
携
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
。

村
長

４
村
が
連
携
し
て
課

題
解
決
や
情
報
発
信
、

魅
力
向
上
に
取
り
組
む
た
め

「
４
村
サ
ミ
ッ
ト
共
同
宣
言
」

を
行
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
イ

ベ
ン
ト
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
出

演
団
体
の
リ
ス
ト
作
成
・
共

有
に
よ
る
相
互
連
携
、
職
員

の
交
流
研
修
、
県
主
催
の
企

業
誘
致
イ
ベ
ン
ト
で
の
共
同

Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
郷
土
芸
能
、
み

ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
、
道

の
駅
な
ど
の
共
通
資
源
を
共

有
・
連
携
し
、
共
通
課
題
の

解
決
に
向
け
取
り
組
む
。

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の

　
　
　
　
　
　

分
別
収
集
は

　

  問

近
年
、
廃
棄
物
収
集

運
搬
車
両
等
に
お
い

て
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

な
ど
の
小
型
充
電
式
電
池
に

起
因
す
る
火
災
事
故
等
が
発

生
し
て
い
る
。
家
庭
ご
み
に

混
入
し
て
発
火
を
引
き
起
こ

す
事
例
や
携
帯
し
て
い
て
発

火
に
気
づ
か
な
い
ケ
ー
ス
な

ど
が
見
ら
れ
る
。
発
火
事
故

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
住
民
の

適
切
な
廃
棄
の
た
め
、
分
別

収
集
の
対
象
に
加
え
る
べ
き
。

ど
う
考
え
る
か
。

村
長

村
で
は
、
前
田
小
路

地
区
に
開
設
し
て
い

る
「
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
回
収

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
内
に
小
型

家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

し
回
収
を
行
っ
て
い
る
。
発

火
の
可
能
性
も
あ
り
、
各
地

区
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

の
収
集
は
で
き
な
い
た
め
適

切
な
廃
棄
方
法
な
ど
周
知
を

行
う
。
処
分
す
る
際
は
、
小

型
家
電
回
収
ボ
ッ
ク
ス
や
久

慈
地
区
粗
大
ご
み
処
理
場
へ

の
直
接
搬
入
に
協
力
を
お
願

い
す
る
。

学校給食

　給食費の無償化を

教育長　令和８年度から実施
中 川 　 昇 議員

おいしい給食を作っています！「学校給食センター」
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　聞こえにくくなったことへの対応は

村長　希望世帯へ戸別受信機を設置

防災無線

山 田　 陽 子 議員

問

中
平
地
区
の
懇
談
会

で
、
今
春
防
災
無
線

の
柱
が
移
設
さ
れ
た
こ
と
で
、

野
田
中
学
校
の
西
側
は
防
災
無

線
が
以
前
よ
り
聞
こ
え
に
く
く

な
っ
た
と
改
善
の
要
望
が
あ
っ

た
。
早
急
な
対
応
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

村
長

希
望
す
る
世
帯
へ
戸

別
受
信
機
の
設
置
を

進
め
る
。

再
質
問

そ
の
後
、
調
査
し
て

い
る
か
。
戸
別
調
査

が
必
要
と
考
え
る
。
ま
た
、
戸

別
受
信
機
の
経
費
は
。

村
長

地
区
懇
談
会
後
、
担

当
が
現
地
に
出
向
き
、

屋
外
で
確
認
し
た
が
、
聞
こ
え

の
基
準
な
ど
は
、
詳
細
に
調
査

し
な
い
と
判
断
で
き
な
い
。
ま

た
、
機
器
だ
け
で
１
台
４
万
円

程
度
、
ほ
か
に
工
事
が
必
要
に

な
れ
ば
、
さ
ら
に
経
費
は
か
か

る
こ
と
に
な
る
。

再
質
問

野
田
中
学
校
よ
り
西

側
地
区
は
広
範
囲
に

再
調
査
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

村
長

再
調
査
に
は
経
費
が

か
か
る
た
め
、
聞
こ

え
づ
ら
く
な
っ
た
方
々
の
状
況

や
世
帯
数
等
を
担
当
が
現
地
で

確
認
し
な
が
ら
、
聞
こ
え
な
い

所
に
は
柔
軟
に
対
応
す
る
。

ク
マ
な
ど
の
目
撃
情
報
を
詳
細
に
。

ま
た
、
Ｌ
Ⅰ
Ｎ
Ｅ
活
用
を
。

問

危
機
管
理
対
策
と
し

て
、
防
災
無
線
に
よ

り
ク
マ
な
ど
の
出
没
場
所
等
を

具
体
的
に
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
村
外
に
い
て
も
情
報
が

届
く
Ｌ
Ⅰ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
て
ほ

し
い
が
そ
の
対
応
は
。

村
長

ク
マ
の
出
没
・
被
害

発
生
情
報
な
ど
に
つ

い
て
、
場
所
や
時
刻
等
で
き
る

限
り
く
わ
し
い
情
報
発
信
に
努

め
る
。
目
撃
情
報
の
提
供
は
、

村
民
の
協
力
を
お
願
い
す
る
。

村
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ｌ
Ⅰ
Ｎ
Ｅ
等

も
活
用
し
、
引
き
続
き
情
報
発

信
に
努
め
る
。

 

十
府
ヶ
浦
公
園

 
 
 
 
 
 

街
灯
整
備
を

問

十
府
ヶ
浦
公
園
を
利

用
す
る
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
は
、
夕
暮
れ
に
は
保
護
者

の
乗
用
車
の
ラ
イ
ト
や
懐
中
電

灯
な
ど
を
照
ら
し
て
陸
上
競
技

な
ど
を
練
習
し
て
い
る
。
防
犯

対
策
と
し
て
も
、
街
灯
整
備
が

必
要
だ
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

村
長

照
明
は
、
ト
イ
レ
及

び
施
設
付
近
に
設
置

し
て
い
る
が
、
広
場
内
は
、
夜

間
利
用
を
想
定
し
て
い
な
い
た

め
設
置
が
な
い
現
状
で
あ
り
、

安
全
に
利
用
で
き
る
時
間
帯
で

活
動
し
て
ほ
し
い
。

再
質
問

現
状
は
夜
間
で
も
ス

ポ
少
の
練
習
や
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
な
ど
で
利
用
さ
れ
て

い
る
。
少
し
で
も
安
心
安
全
な

環
境
整
備
が
必
須
だ
が
、
ど
う

考
え
る
か
。

村
長

設
置
費
や
維
持
経
費

等
が
掛
か
る
中
で
、

特
に
ス
ポ
少
に
関
し
て
は
、
代

表
者
等
か
ら
活
動
内
容
等
を
聞

き
取
り
な
が
ら
、
必
要
性
を
検

討
す
る
。
ス
ポ
少
以
外
の
利
用

者
に
も
広
く
意
見
を
聞
き
検
討

す
る
。

健
康
保
持
増
進
の
取
り
組
み

問

令
和
６
年
度
か
ら
、

後
期
高
齢
者
の
健
康

寿
命
の
延
伸
及
び
介
護
予
防
を

図
り
な
が
ら
、
健
康
保
持
増
進

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
事
業
内
容
と
参
加

者
数
、
成
果
と
課
題
、
令
和
８

年
度
の
事
業
は
。

村
長

高
齢
者
へ
の
個
別
的

支
援
は
、
低
栄
養
と

口
腔
機
能
低
下
の
ハ
イ
リ
ス
ク

者
と
健
康
状
態
不
明
者
に
対
し
、

保
健
師
・
栄
養
士
及
び
歯
科
衛

生
士
が
訪
問
し
相
談
・
指
導
を

し
た
。
通
い
の
場
等
へ
の
積
極

的
な
関
与
は
、
地
区
公
民
館
を

会
場
に
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生

士
、
保
健
師
及
び
栄
養
士
が
健け
ん

口こ
う

講
話
、
実
技
指
導
を
し
、
令

和
６
年
度
は
72
人
。
今
年
度
は

11
月
末
現
在
で
41
人
が
参
加
。

そ
の
ほ
か
家
庭
訪
問
や
健
康
相

談
件
数
は
、
令
和
６
年
度
の

２
０
９
件
、
今
年
度
は
11
月

末
現
在
で
３
０
５
件
。

　

成
果
と
し
て
は
、
健
診
受

診
者
数
と
総
合
判
定
が
「
異

常
な
し
」
の
方
が
増
加
し
て

い
る
。
ま
た
、
通
い
の
場
等

へ
の
積
極
的
な
関
与
を
行
う

た
め
に
は
、
歯
科
医
師
、
歯

科
衛
生
士
等
の
実
施
体
制
確

保
の
点
か
ら
全
30
地
区
を
一

巡
す
る
の
に
３
年
を
要
す
る

こ
と
が
課
題
。

　

令
和
８
年
度
は
、
各
種
事

業
を
継
続
実
施
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
。
生
活
習
慣

病
等
を
予
防
し
、
で
き
る
限

り
長
く
在
宅
で
自
立
し
た
生

活
を
送
る
高
齢
者
が
増
え
る

よ
う
取
り
組
み
を
進
め
る
。

旧
「
道
の
駅
」
等
に
加
工
施
設
を

問

旧
「
道
の
駅
」
の
利

活
用
に
、
加
工
施
設

を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。
ま

た
、
歓
迎
塔
は
撤
去
す
る
の
か
。

村
長

加
工
施
設
で
の
利
用

希
望
も
村
の
活
性
化

や
生
産
者
の
所
得
向
上
の
一

環
と
し
て
十
分
公
募
の
要
件

を
満
た
す
。
効
果
的
に
活
用

さ
れ
る
よ
う
公
募
で
施
設
利

用
者
を
選
定
す
る
方
向
。
旧

物
産
館
は
、
年
明
け
を
目
途

に
公
募
準
備
中
。
旧
産
直
は
、

耐
用
年
数
の
関
係
で
令
和
８

年
度
に
な
る
。

　

旧
観
光
物
産
館
ぱ
あ
ぷ
る

の
歓
迎
塔
は
、
令
和
７
年
度

中
に
撤
去
す
る
予
定
で
あ
る
。
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番　号 議　　　案　　　名 議決結果
議案第１号 令和７年度野田村一般会計補正予算（第７号） 可決（賛成全員）

番　号 議　　　案　　　名 議決結果
報告第１号 公用車の運行管理瑕疵に係る損害賠償事件に関する専決処分の報告について

－
報告第２号 道路施設の管理瑕疵に係る損害賠償事件に関する専決処分の報告について

議案第１号 令和７年度野田村一般会計補正予算（第５号）

可決
（賛成全員）

議案第２号 令和７年度野田村簡易水道事業会計補正予算（第１号）

議案第３号 令和７年度野田村下水道事業会計補正予算（第２号）

議案第４号 乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例

議案第５号 特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

議案第６号 野田村議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例

議案第７号 一般職の職員の給与に関する条例及び一般職の任期付職員の採用等に関する条
例の一部を改正する条例

議案第８号 会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例

議案第９号 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

議案第10号
特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例
及び放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例

議案第11号
　～第29号 公の施設の指定管理者を指定することに関し議決を求めることについて

議案第30号 下安家漁港漁村再生交付金事業岸壁上屋工事の変更請負契約の締結に関し議決
を求めることについて

議案第31号 令和７年度野田村一般会計補正予算（第６号）

施設の名称 指定管理者 施設の名称 指定管理者
南浜地区コミュニティセンター 南浜部落会 根井地区農村公園 根井部落会
下安家地区コミュニティセンター 下安家部落会 大葛地区農村公園 大葛部落会
新町地区コミュニティセンター 新町町内会 米田地区農村公園 米田部落会
北区地区コミュニティセンター 北区町内会 泉沢地区農村公園 泉沢部落会

野田村生活支援ハウス 社会福祉法人 
野田白寿会

玉川地区農村公園
玉川地区活性化センター 玉川部落会

野田村保健センター集会室 本町・旭町町内会 上明内地区農村公園
上明内地区活性化センター 上明内部落会

国民宿舎えぼし荘 株式会社 のだむら アジアの広場 日形井部落会

根井・和野平地区畑地かんがい施設
根井・和野平地区
畑地かんがい施設
管理組合

交流物産等複合施設 株式会社 のだむら

御台場農村公園 新山地区農村公園
管理委員会

議 案 一 覧
第 10 回定例会　12月9～12日

第10回臨時会　１月７日

※議長は採決に加わらない

議案第 11号～第 29号の公の施設は次のとおりです。
　指定の期間は令和８年４月１日から令和 13 年３月 31 日までの５年間です。
　ただし、国民宿舎えぼし荘の指定の期間は、令和８年４月１日から令和 11 年３月 31 日までの３年間。



　村議会では、議会改革等に関する調査特別委員会（米田徳一郎

委員長）で検討してきた重点事項を取りまとめ、「議員のなり手

不足対策及び議会への多様な人材の参画等」に関する申し入れ書

を、12月９日に米田議長から小野寺村長へ手渡しました。

　申し入れ内容は２点で、若者や女性、会社員などの多様な人材

が議会に参画しやすいよう配慮を求める「低額な議員及び特別職

の報酬の改善」と、タブレット端末等を活用した議会運営などに

技術的・財政的な支援を求める「議会のデジタル化への支援」です。

村長へ申し入れ書を提出

小野寺村長に申し入れ書を手渡す米田議長

●10月●
　５日　野田村スポーツフェスティバルin十府ヶ浦公園
　６日　泉沢地区二百十日祭・八幡宮祭
　７日　岩手県町村議会委員長研修会（盛岡市）
15日　村政調査会
21日　九戸村合併70周年記念式典（九戸村）
21～24日　岩手県町村議会議長会政務調査会研修会（島根県）
25日　野田中学校文化祭
29～30日　北部地区町村議会議長会 国政要望活動（東京都）

●11月●
　１日　野田小学校学習発表会
　７日　町村議会広報担当者研修会（盛岡市）
11～12日　町村議会議長全国大会・政務調査会研修会（東京都）
17日　村政調査会
18日　令和７年度久慈地区市町村議会連絡協議会議員研修会・交流会（久慈市）
21日　軽米町町村合併70周年記念式典（軽米町）

●12月●
　５日　議会運営委員会・議員全員協議会
　６日　野田村保育所おゆうぎ会
　６日　野田村消防団忘年会
　７日　野田村商工会創立60周年記念式典
９～12日　第10回野田村議会定例会

議会だより　のだ　№ 174 －⑪

11/1　野田小学校 学習発表会

10/25　野田中学校 文化祭

11/ ７　町村議会広報担当者研修会 11/18　久慈地区市町村議会連絡協議会
　　　　　 　　 議員研修会・交流会

おもな議会の動き
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　漁師の藤島夢也さんは、田野畑村出身の
30 歳。妻は野田村出身で子ども３人の５人
家族です。
　大好きな釣りが縁で野田村漁協の自営定
置網に加入、多くの先輩方に支えられ正組
合員に。今では、浜山丸の船長として働き
ながら磯漁師としても頑張っています。
　今後は、ワカメ養殖にも挑戦したいとの
ことでした。
　新規就漁者、担い手・後継者不足対策に
ついて伺うと、海を好きな人を育てること
と手厚い支援が必要と話してくれました。

漁師　藤島夢也さん

●発行　野田村議会
●編集　野田村議会広報広聴常任委員会広報分科会
　　　　〒028-8201　岩手県九戸郡野田村大字野田20-14
　　　　TEL.0194-78-2934   FAX.0194-78-3995

ホームページ　https://www.vill.noda.iwate.jp/
Ｅメール　gikai_jimukyoku@vill.noda.iwate.jp

●印刷　有限会社マルニ印刷
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豊

あ
と
が
き

問題
①　ウ　ニ
②　ホタテ
③　アワビ

表紙写真は、何の
「口開け風景」でしょう。

【前号の答え】 ②４人
【当選者】 岩山仁さん、大沢華穂さん、宇部和行さん

  正解者から抽選で３名に「野田村共通商品券」をプレゼント！

◀こちらからも応募できます！
村ホームページ「議会だより のだ」につながります。
スマートフォン等のカメラ機能で読み取ってください。

【応募方法】 村ホームページ「議会だより のだ」応
募フォームやはがきに答え、住所、氏名（ふりがな）、
年齢、連絡先を記入してご応募ください。応募は１人
１通までとし、匿名での応募は受け付けません。議会
だよりに対するご意見もお待ちしています。
【応募先】 〒028‐8201 九戸郡野田村大字野田20－
14　野田村議会事務局「議会だよりクイズ」係まで
【締め切り】 ３月20日消印有効
【当選発表】 次号発表

　

輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
60
年
に
一
度

巡
っ
て
く
る
干え

支と

の
組
み
合

わ
せ
で
「
丙

ひ
の
え

」
と
「
午う

ま

」
が

重
な
り
太
陽
の
よ
う
な
情
熱

や
活
動
力
を
象
徴
す
る
年
と

の
こ
と
で
す
。

　

議
会
と
し
て
も
「
干
支
」

に
あ
や
か
り
二
重
、
三
重
に

皆
様
の
「
安
全
安
心
」
と
さ

ら
な
る
村
の
発
展
の
た
め
に

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

広
報
分
科
会
と
し
て
２
号

目
に
な
り
ま
す
が
、
村
民
に

寄
り
添
う
「
議
会
だ
よ
り
」

を
発
行
し
よ
う
と
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
開
か
れ
た
議
会
、
読
み

た
い
「
議
会
だ
よ
り
」
を
目

指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

 

皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
感

想
を
お
寄
せ
頂
け
れ
ば
、
さ

ら
に
励
み
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　

米 

田 

徳
一
郎

がんばる 新米漁師

発行日　令和８年２月13 日


